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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）温感成分、
（ｉｉ）冷感成分、
を含有し、その際、（ｉ）：（ｉｉ）の質量比は１：７～１：３５であり、（ｉ）及び（
ｉｉ）の合計量が、当該成分が含まれる消費製品の全質量に対して少なくとも０．３質量
％であり、かつ、１質量％以下である、温感組成物であって、
前記温感成分の薬剤が、ピペリン、バニリルブチルエーテル、及びこれらの２種を含有す
る混合物から成る群から選択され、
前記冷感成分が、アネトール、メントール、８－ｐ－メンテン－３－オール、３－（３’
－ｐ－メンタニルオキシ）－１，２－プロパンジオール、Ｎ－エチル－３－ｐ－メンタン
カルボキサミド、２－イソプロピル－Ｎ，２，３－トリメチルブタンアミド、及びこれら
２種又はそれ以上を含む混合物からなる群から選択される、温感組成物。
【請求項２】
　さらに、（ｉｉｉ）苦味成分を含有し、該苦味成分（ｉｉｉ）が組成物の全質量に対し
て０．１５質量％未満の量で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　さらに、（ｉｖ）として、（ｉ）～（ｉｉｉ）の成分のための溶剤を含有し、該溶剤（
ｉｖ）は、温感組成物の全質量に対して１０質量％未満のエタノールを含む、請求項１又
は２に記載の組成物。
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【請求項４】
　口、のど及び胸部への温感を提供するための、請求項１から３までのいずれか１項に記
載の組成物。
【請求項５】
　請求項１から４までのいずれか１項に記載の温感組成物を含有する、食品。
【請求項６】
　飲料、アルコール飲料、乳製品、豆製品、スープ、ドレッシング、又は、ソースの形で
ある、請求項５に記載の食品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はフレーバー及び風味の分野に関する。特に、本発明は、消費の際に温感を付与
する組成物及び当該組成物を含む食品に関する。
【０００２】
　背景技術
　三叉神経によって介在される特定の感覚、例えば冷たい、温かい、辛い及び酸っぱいは
、食品、ボディケア製品及び賦香製品中で消費者により歓迎されつつある。これらの三叉
神経化合物は、多種多様の食品に独特の特徴を与えることを可能にし、かつこれらは、生
体の皮膚上においてさえも感知されるものである。したがってUS6780443, US6890567及び
US6899901（すべてTakasago International Corporation）は、冷感、温感及び刺激感を
含む組成物を開示しており、この場合、この目的は、口腔中の原発性の強い感覚、例えば
うずく又は刺すような痛みを提供することである。フレーバー及び／又は感覚化合物を有
することが知られている化合物を組み合わせて、改変された性質を有する新規活性成分を
製造することはよく知られている。たとえば、WO 98/47482は、生理学的冷却剤を含む咳
止めドロップのための配合物を開示している。
【０００３】
　これらの文献には、口、のど及び胸部において温感を提供する課題については、何ら示
されていない。
【０００４】
　医薬産業において、一般用（ＯＴＣ）医薬品、特に鎮痛薬、例えば風邪症状改善製品、
及び特に咳止めシロップは、しばしばエタノールを含み、これは活性成分のための溶剤と
して作用するのみならず、より重要なのは消費者に対して、口、のど及び胸部の温感を与
えるよう作用することであり、これが、医薬によってもたらされる鎮静効果を補うのに役
立つ。しかしながら、このような製品におけるエタノールの使用は、通常望ましいもので
はない。例えば、健康、宗教上の理由又はその他の理由のためにその使用を回避したい消
費者もいれば、その使用によりアレルギー反応が生じるのがわかっており、それにより、
その使用の回避を余儀なくされる消費者がいるためである。したがって、エタノールによ
ってもたらされるのとほぼ同じ温感を達成し、かつ少なくとも部分的にそのエタノール含
量と置き換えることができる生成物を提供することが、消費者の利益につながることが明
らかである。
【０００５】
　US6780443, US6890567及びUS6899901には、この課題は何ら示されておらず、それどこ
ろか、顕著に高い量のエタノールを含有する多数の組成物が開示されている。
【０００６】
　他の観点において、組成物は、好ましくは、刺激的又は悪臭を提供するのを回避すべき
であり、それというのも、このような刺激を、さらにただれたのどに提供しうることから
、鎮痛のための消費製品、例えば咳止め混合物中で望ましくないためである。
【０００７】
　したがって、本発明の好ましい課題は、強い刺激臭を有することなく、温感効果を提供
することである。特に、製品、特に鎮痛剤においてエタノールを本質的に又は完全に置換
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することが可能な、清浄な温感の三叉神経性効果を提供するフレーバー感覚組成物を提供
することである。
【０００８】
　特に、本発明の課題は、組成物中の成分が互いに相乗的に作用して、この感覚が口ばか
りでなくのど及び胸部において認められるような温感を与えるための組成物を提供するこ
とである。
【０００９】
　発明の要旨
　特に本発明は、温感成分及び冷感成分を特定の比で含有する組成物が、口ばかりでなく
のど及び胸部においても認知される清浄な温感を提供でき、かつ、この効果のために使用
されるエタノールの置換に有効であることを見出した。
【００１０】
　したがって、本発明は、第１の態様において
（ｉ）温感成分
（ｉｉ）冷感成分、
（ｉｉｉ）場合により苦味成分、及び
（ｉｖ）場合により成分（ｉ）～（ｉｉｉ）のための溶剤を含有する温感組成物を提供し
、その際、（ｉ）：（ｉｉｉ）の質量比は１：３～１：１００であるが、但し、苦味成分
（ｉｉｉ）は、組成物の全質量に対して０．１５質量％未満で存在し、かつ、溶剤（ｉｖ
）は、温感組成物の全量に対して１０質量％未満のエタノールを含有する。
【００１１】
　他の態様において、本発明は、消費者の口、のど及び胸部に対して温感をもたらす前記
組成物の使用を提供する。
【００１２】
　他の態様において、本発明は、前記温感組成物を含有する食品、例えばオーラルケア製
品、ボディケア製品又は医薬品を提供する。
【００１３】
　発明の詳細な説明
　本発明の組成物は、温感成分及び冷感成分を含有し、その際、温感成分と冷感成分との
質量比が１：３～１：１００である。
【００１４】
　組成物は、好ましくは経口摂取可能な製品において使用される。より好ましくは、医薬
品、さらに好ましくは鎮痛剤において使用される。この製品は、固体、液体、ゲル、懸濁
液等の形で提供することができる。特に好ましくは、シロップ及び液体核を有する（Liqu
id-centred）のどあめであり、その際、エタノールは、口、のど及び胸部に対して温感を
提供するのに通常役立つものである。
【００１５】
　それにもかかわらず、本発明の組成物は、前記温感が望ましい他の消費製品において、
使用されることが想定される。したがって、当該組成物は飲料、この場合、これはアルコ
ール性又は非アルコール性のもの、チューイングガム、菓子類、香味のある食品等におい
て使用することができる。
【００１６】
　例えば、ある一定の飲料は、加温又は冷却して消費され、かつしたがって、飲料の加熱
手段がない場合においても温感効果を達成することが望ましい。
【００１７】
　例えば、香味料をいれたワイン、アルコール飲料は、加熱して消費することで、望まし
い温感を提供する。本発明の組成物を混合することによって、望ましい温感効果を維持し
ながらもアルコールの量をさらに減少させることができる。
【００１８】
　温感成分
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　本発明による組成物は、１種又はそれ以上の温感化合物から成る温感成分を含有する。
温感化合物とは、口腔又は皮膚と接触する際に、熱い、温かみのある感覚を提供する化合
物を意味する。特に、温感成分は、熱い、温かみのある感覚を、三斜神経を介して提供す
る。温感化合物は、主にＴＲＰＶＩ受容体を刺激するものと考えられている。
【００１９】
　温感化合物は、好ましくは精製された化合物であるが、しかしながら、さらに抽出物の
形で提供することもできる。
【００２０】
　適した温感化合物の例は、以下の式による構造：
【化１】

あるいは、これらの許容可能な塩［式中、Ａは非置換の、分枝又は直鎖のＣ１～Ｃ３－ア
ルキル基及びＢは水素、非置換の、分枝又は直鎖のＣ１～Ｃ７－アルキル基である］によ
る構造を有するもの又はその許容可能な塩を含む。一つの実施態様においてＡはメチル基
を示す。好ましい実施態様において、Ａはメチル基を示し、かつ、ＢはＣ２～Ｃ４－アル
キル基を示す。特に好ましい実施態様において、温感は、バニリルブチルエーテル及びバ
ニリルエチルエーテルから選択される。バニリルブチルエーテルは、商標Hotact（登録商

標）ＶＢＥ（例えばTakasago, Inc）として市販されている。本発明の組成物における使
用に適した他の温感化合物は、ジンゲロール、バニリルプロピルエーテル、バニリルペン
チルエーテル、バニリルヘキシルエーテル、バニリルブチルエーテルアセテート、４－（
１－メントキシメチル）－２－フェニル－１，３－ジオキソラン、４－（１－メントキシ
メチル）－２－（３’，４’－ジヒドロキシフェニル）－１，３－ジオキソラン、４－（
１－メントキシメチル）－２－（２’－ヒドロキシ－３’－メトキシフェニル）－１，３
－ジオキソラン、４－（１－メントキシメチル）－２－（４’－メトキシフェニル）－１
，３－ジオキソラン、４－（１－メントキシメチル）－２－（３’、４’－メチレンジオ
キシフェニル）－１，３－ジオキソラン、４－（１－メントキシメチル）－２－（３’’
－メトキシ－４’－ヒドロキシフェニル）－１，３－ジオキソラン、レッドペッパーオイ
ル、レッドペッパーオレオレジン、ジンジャーオレオレジン、ノニル酸バニリルアミド、
ジャンブ（jambu）オレオレジン、サンショウエクストラクト、サンショウＩ、サンショ
ウＩＩ、サンショウアミド、ブラックペッパーエクストラクト、チャビシン、ピペリン及
びスピラントールを含む。他の適した温感化合物は、例えばUS 6,780,443中で開示されて
いる（ここで引用することにより、その全体が含まれるものである）。温感成分は、好ま
しくはカプサイシンを除き、それというのも、このような成分の消費者に認知される刺激
は、本願発明においては望ましくないためである。カプサイシンが含まれるべき場合には
、温感組成物の質量に対して０．５質量％未満の量で存在することが好ましい。
【００２１】
　冷感成分
　本発明による組成物はさらに、１種又はそれ以上の冷感化合物から成る冷感成分を含有
するが、但し、最終生成物中で、顕著なメントールの味を示すことはない。冷感化合物と
は、皮膚又は口腔と接触する際に、三叉神経により介在される冷感を提供する、任意の化
合物を意味する。冷感化合物は、主に、ＴＲＰＭ８受容体を活性化する。
【００２２】
　冷感成分は、好ましくは精製された化合物であるが、しかしながらさらに抽出物の形で
提供されてもよい。
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【００２３】
　適した冷感化合物の例は、（３Ｓ，５Ｒ，６Ｓ，９Ｒ）－６－イソプロピル－３，９－
ジメチル－１－４－ジオキサスピロ［４．５］デカン－２－オン及び（３Ｓ，５Ｓ，６Ｓ
，９Ｒ）－６－イソプロピル－３，９－ジメチル－１－４－ジオキサスピロ［４．５］デ
カン－２－オン（双方ともに、cubebolの名称でFirmenich SAから市販されている）を含
む化合物、この場合、この化合物は、以下の式：
【化２】

［式中、Ｄは直鎖又は分枝の、非置換のＣ１～Ｃ４－アルキル基又はアルケニル基であり
、かつ、Ｅは直鎖又は分枝の、ヒドロキシ置換又は非置換のＣ１～Ｃ４－アルキル基であ
る］による構造を有するもの又はその塩、例えば（３－１－メントキシプロパン－１，２
－ジオール）、これは、Coolact（登録商標）（例えばTakasago, Inc.）の名称で市販さ
れているもの、メントール、メントン、樟脳、プレゴール、イソプレゴール、シネオール
、ミントオイル、ペパーミントオイル又はこれらの留分、スペアミントオイル、ユーカリ
オイル、Ｎ－アルキル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、３－１－メントキシ－２－
メチルプロパン－１，２－ジオール、ｐ－メンタン－３，８－ジオール、２－１－メント
キシエタン－１－オール、３－１－メントキシプロパン－１－オール、４－１－メントキ
シブタン－１－オール、１－（２－ヒドロキシ－４－エチルシクロヘキシル）－エタノン
、メンチル３－ヒドロキシブタノエート、メンチルラクテート、メントングリセリンケタ
ール、２－（２－１－メンチルオキシエチル）エタノール、メンチルグリオキシレート、
Ｎ－メチル－２，２－イソプロピルメチル－３－メンチルブタンアミド、メンチル２－ピ
ロリドン－５－カルボキシレート、モノメンチルスクシネート、モノメンチルスクシネー
トのアルカリ金属塩及びモノメンチルスクシネートのアルカリ土類金属塩、モノメンチル
グルタレート、モノメンチルグルタレートのアルカリ金属塩、モノメンチルグルタレート
のアルカリ土類金属塩、Ｎ－［［５－メチル－２－（１－メチルエチル）シクロヘキシル
］カルボニル］グリシン、ｐ－メンタン－３－カルボン酸グリセロールエステル、メント
ールプロピレングリコールカルボネート、メントールエチレングリコールカルボネート、
及び２－（１－メチルプロピル）－１－シクロヘキサノン（Freskomenthe（登録商標）、
Givaudan）である。他の冷感化合物は、US特許7,030,273及び6,780,443中で開示されてい
る（ここで引用することによりその全体を含む）。
【００２４】
　冷感化合物として、メントールフレーバーを提供する化合物を冷感化合物として使用す
ることが望ましい場合には、これは、消費者が最終生成物中でメントールフレーバーを検
出することが可能な限界値を下廻る程度に存在することが必要である。例えば、メントー
ル又はメントールフレーバー化合物が、温感組成物の２質量％又はそれ未満の量で存在す
ることが好ましい。これは消費者により認知される冷感成分、温感成分及び場合によって
は刺激成分の組合せによって達成可能なのど及び胸部の温感作用が、消費者がさらにメン
トールフレーバーを認知することにより顕著に減少するためである。したがって、一つの
実施態様において、組成物は本質的に、より好ましくは完全にメントール及びメントール
誘導体不含であってもよい。
【００２５】
　苦味成分
　本質的ではないが、のど及び胸部における温感が、少量の苦味成分の存在によって強調
されうることが見出された。したがって、本発明の組成物は、苦味成分を含有することが
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好ましい。苦味成分は、苦味官能特性を有する化合物であるか、あるいは、より一般的に
は抽出物である。苦味は、認識される５種の基本の味（他には甘味、塩味、酸味及び旨味
）の一つであり、舌後方の味蕾によって介在される。これは、例えば化合物、成分に即座
に帰因しうるものである。本発明の好ましい実施態様において、苦味成分は、トリテルペ
ン、モノテルペンのグルコシド、セスキテルペンラクトン、フムロン、ルプロン、フラボ
ノン、キニン及びこれらの混合物の苦味から選択される。苦味植物抽出物に関する例は、
ニガキ抽出（ビターアッシュエクストラトとの呼称されるFEMA No. 2971）、キナ皮抽出
物、カモミールオイル（FEMA No. 2272～2274）、ゲンチアナ根エキス（FEMA No. 2506）
、ホップエキス及びオイル（FEMA No. 2578～2580）、アーティチョーク葉オイル等であ
る。
【００２６】
　驚くべきことに、増強効果は、極めて少量の苦味成分で達成することができる。例えば
、温感組成物の０．１５質量％を下廻る量で、さらには０．１質量％又は０．０８質量％
を下廻る量で存在していてもよい。極めて少量の使用は、消費者に認知される苦味のリス
クが顕著に減少することから有利である。
【００２７】
　溶剤
　本発明の組成物は、好ましくは、本発明による組成物の種々の成分を溶解するために少
なくとも１種の溶剤又は溶剤混合物を含有するが、但し、溶剤は、感覚組成物の全質量に
対して１０質量％未満のエタノールを含有する。好ましくは、溶剤は５質量％未満、より
好ましくは２質量％未満、最も好ましくは１質量％未満のエタノールを含有するか、ある
いは、本質的にエタノール不含である。感覚組成物の製造のために近年使用される溶剤は
、例えばベンジルアルコール、プロピレングリコール、トリアセチン、ネオビー、ベジタ
ブルオイル又はリモネンを含む。プロピレングリコールは最も好ましい。溶剤混合物は、
同じ溶液中に、疎水性成分及び親水性成分を溶解するのに有用であってもよい。この場合
において、エタノールは存在していてもよいが、しかしながら、前記のように極めて低い
量である。例えば、本発明の成分は、溶液中で２０～９９．９％、好ましくは４０～９９
．９％、より好ましくは８０～９９．９％、さらに好ましくは９０～９９．９％の溶剤を
含有する溶液の形であってもよい。本発明の範囲内において、別記しない限りにおいて、
％は質量％である。同様に、割合が部で示されている場合には、質量部を意味する。
【００２８】
　さらに本発明の成分は、フレーバー組成物中で典型的に使用される他の成分を有してい
てもよい。例えば、組成物は他のフレーバーを有していてもよい。さらに組成物は、組成
物の技術的要求、例えば安定性又は香りの調性（tonality）残留率を充足させるための助
剤を含有していてもよい。今日において、賦香される生成物の型及び生成物配合物の幅は
、極めて広範囲に亘り、製品毎及び使用することができる各助剤の定義に応じての頻繁な
アプローチの変更がなされる。これは、賦香配合物中で近年使用されている助剤を、本明
細書中で列挙しない理由である。しかしながら、いわゆる当業者、例えばフレーバリスト
であればこれらの成分を、賦香すべき製品及び配合物中に含有されるフレーバー成分の性
質との関係において、これらの成分を選択することが可能である。
【００２９】
　感覚組成物は、１種又はそれ以上の温感材料を含有する温感成分及び１種又はそれ以上
の冷感材料を含有する冷感成分を含み、その際、温感成分と冷感成分との質量比は１：３
～１：１００であり、より好ましくは１：３～１：５０、最も好ましくは１：７～１：３
５である。
【００３０】
　１：３を下廻る場合において、胸部の温感作用は達成されないが、その一方で１：１０
０を上廻る場合には、冷感成分の量が温感作用を打ち消すことにより、温感を明らかには
認知することができない。さらに、１：１００の比を上廻る場合には、少量の「メントー
ル」化合物の存在下であっても、顕著なメントールフレーバーが生じうる。
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【００３１】
　さらに、冷感成分及び温感成分の合計量が、存在する生成物の全量に対して少なくとも
０．３質量％であることが好ましい。この量を下廻る場合には、胸部温感作用がほとんど
感じられないことが見出された。これとは対照的に、冷感成分及び温感成分の合計量が、
存在する生成物の全量に対して１質量％を上廻らないことは好ましく、それというのも、
これは、望ましくない刺激感を有することが見出されたためである。
【００３２】
　本発明の組成物は、本発明のすべての成分を溶剤と一緒に、室温で、前記質量比で簡単
に混合することによって製造することができる。
【００３３】
　一の実施態様において、本発明は、消費製品に温感フレーバーを提供するための、より
好ましくは、のどおよび胸部の温感フレーバーを提供するための、本発明による組成物を
提供する。
【００３４】
　もう一つの実施態様において、本発明は、消費製品に対して胸部及びのどに温感を付与
する方法を提供し、この場合、この方法は、消費製品に対して本発明による組成物を添加
する工程を含む。
【００３５】
　前記使用及び方法において、本発明の組成物は、直接そのままか、あるいは、以下に示
すように食品に添加して使用することができる。
【００３６】
　本発明の組成物は、フレーバーが一般的に添加される段階において消費製品に直接添加
することができる。有利には、液体組成物をマトリックス、例えば炭水化物、リン脂質又
はタンパク質マトリックス、ゼラチンマトリックス、例えば任意の生物活性マトリックス
中にカプセル封入して、本発明によるフレーバー組成物の、保存安定性の乾燥形態を提供
することができる。
【００３７】
　したがって、一の実施態様において、本発明は、本発明の組成物を含む輸送系を提供す
る。好ましくは、この輸送系は、粒子状組成物及び／又は粉末の形である。例えば、組成
物は、噴霧乾燥粉末の標準的な方法の後にカプセル封入されてもよい。例えば、組成物は
、室温でガラス状態であるマトリックス中にカプセル封入することができる。例えば、本
発明の組成物は、ロッド様の顆粒中にカプセル化することができ、この製造に関してはUS
 4,707,367中で開示されている。
【００３８】
　本発明の組成物は、液体生成物及び／又は固体生成物中で使用することができる。好ま
しい実施態様において、生成物は液体であり、それというのも、胸部及びのどの温感作用
は、このような生成物中でより迅速に達成可能であることが見出されているためである。
消費製品は、好ましくは液体の医薬組成物、例えば液体鎮痛剤、飲料、アルコール飲料、
乳製品、豆製品、スープ、ドレッシング、ソース、ディップ等から成る群から選択される
。
【００３９】
　一の実施態様において、本発明は、本発明によるオーラルケア製品を提供する。例えば
、製品は歯磨きペースト、歯磨きジェル、マウスウォッシュであってもよい。
【００４０】
　他の実施態様において、本発明は、本発明によるフレーバー組成物を含有する医薬品を
提供する。このような製品の例はシロップ、のどあめ、チューイングガム及びタブレット
又はカプセルの形で提供される薬剤である。
【００４１】
　以下の実施例は、これに制限することなく本発明をさらに例証するものである。本発明
による試料は数字により示し、かつ比較例は英字により示した。すべての量は別記しない
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限りにおいて、質量％で示す。
【００４２】
　例１
　感覚組成物の製造
　感覚組成物の製造において、第１表に記載された材料を使用した。
【００４３】
【表１】

【００４４】
　試料Ａは、５部のCooling agent、５部のCoolact P及び２５部のHotact VBEを、９６５
部のプロピレングリコール溶剤中で一緒に混合することによって製造した。
【００４５】
　試料Ｂは、１００部のメントール、１２５部のピペリン、１２５部のWS3、３７５部のH
otact VBEを、９２７５部のプロピレングリコール溶剤中で一緒に混合することによって
製造した。
【００４６】
　試料Ｃは、５５部のアネトール（polarome）、１６７部のメントール及び３３３部のMi
nt piperitaを、４４５部のトリアセチン中で一緒に混合することによって製造した。
【００４７】
　試料Ｄは、１００部のWS23を、９００部のプロピレングリコール溶剤中で混合すること
によって製造した。
【００４８】
　組成物Ｅ、Ｆ及び１～４は、種々の量の試料Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤを、特定量の５％ショ糖
水溶液と一緒に混合することによって製造した。量については、以下の表に示す。
【００４９】
【表２】

【００５０】
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　試料をその後に、６人の訓練されたパネリストチームによって評価した。各パネリスト
には、舌、口、のど及び胸部における効果を記載するようにお願いした。結果は以下の表
に示す。
【００５１】
【表３】

【００５２】
　結果は、胸部における望ましい温感作用が、温感材料と冷感材料との質量比が１：３又
はそれ以上である場合に達成されたことを示す。さらにこの結果は、この作用が、プロピ
レングリコール溶剤の存在に依存するものではないことを示す。
【００５３】
　例２
　胸部温感組成物を含有するキャンディー
　シロップの種々の試料を、以下の方法にしたがって種々の温感組成物を用いて製造した
。
【００５４】
　イソマルト（１００ｇ）及び水（３０ｇ）を混合し、かつ銅鍋中で１６０～１６５℃に
加熱した。１６５℃で、銅鍋をガス火炎からはずし、かつ温水浴（４０℃）中に入れた。
数秒後に、銅鍋をはずし、かつ温度を調べた。温度が１３５℃に達する場合に、混合物を
さらにアスパルターム（１０％）及びアセスルファム－Ｋ（５％）を含有する１％水性溶
液で補った。
【００５５】
　その後に、試料１を添加して、シロップの全量に対して０．３質量％の温感及び冷感材
料の合計量を含有する組成物を提供した。煮込んだ塊を、その後に周囲温度（相対湿度に
対して４０％未満）で、適切なテフロン（登録商標）型中に注ぎ入れ、かつ冷却して、胸
部温感組成物を含有するキャンディーを提供した。
【００５６】
　例３
　本発明の温感組成物を含有する糖不含のチューイングガム
　糖不含のチューイングガムは、以下の標準的な方法によって製造した：結晶ソルビトー
ル、アセスルファム－Ｋ及びアスパルタームを、Turbula型ブレンダー中でブレンドした
。半分量のブレンドを、予め加温したSierraガムベース（Cafosa）と一緒に、Winkworth 
sigmaブレードミキサー中で、５０～５５℃で２分に亘って混合した。ブレンドした残り
の粉末をその後に、湿潤シロップ（Lycasin（登録商標）80/55, Sorbit（登録商標）、グ
リセリン）と一緒に添加し、かつさらに７分に亘って混合した。
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【００５７】
　最終的に試料２を添加し、かつ１分に亘って、チューイングガムの全質量に対して０．
３５％の用量で１分に亘って混合した。
【００５８】
　例４
　本発明による組成物を用いての香味剤（Savory）適用
　乾燥ブレンドフレーバーを、以下の組成により製造した：
【表４】
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